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香港とインド ï アジア最大のデザイナーブランド愛好家の本拠地 
 

ルイ・ヴィトンがアジアの高級ブランドに君臨 
ハイテク機器に、デザイナーブランドの新市場 

 
2008年 3月 27日- 白金台, 東京発: ニールセン・カンパニー株式会社（本社：白金台, 東京港区：代
表取締役社長：ノノイ・ニレス）は、「ニールセン・グローバル・高級ブランド調査」の結果を発

表しました。アジアでは、経済の好転と急速な市場開放により、最新の流行ファッションを求める

富裕層が誕生しています。中でも香港の消費者がアジアで最もデザイナーブランド志向の強い地域

であることが明らかになりました。 
 
アジア圏では、香港が最もブランド志向が強く、香港消費者の 38％がデザイナーブランドへの購入
意向を示しています。香港に次いで 2位はインド(35%)、3位はフィリピン(26％)となっています。
一方で日本(8%)は、中国(9%)やインドネシア(9%)に次いで最下位の 13位であり、アジア圏では最
もブランド志向が低いという結果でした（図 1）。また、アジア市場ではデザイナーブランドの模
倣製品が横行しており、日本(69%), 台湾(65%), 中国(60%)では消費者の半分以上が、模倣製品は本
物と似て非なるものであると感じています（図 2）。 
 
今回のグローバル調査では、価格について考慮をしない場合、アジア太平洋地域では、ルイ・ヴィ

トン(29%), シャネル(28%), グッチ(27%)の順に、消費者のブランドへの熱望度が高いことが明らか
になりました（図 3）。日本ではエルメス、バーバリー、ルイ・ヴィトンに人気が集まりました
（共に同率 25%で 1位）（図 4）。 
 
ルイ・ヴィトンの魅力はアジアで最も強く、フランス発のブランドを熱望する世界上位 10市場を
みると、トップにフィリピン(42%)、次に香港とシンガポール(40%で同位)が続いています（図 5）。 
 
もう一つのフランス老舗ブランドであるシャネルは、アジア太平洋地域で 2番目に熱望されるブラ
ンドであり、価格について考慮をしない場合、中国(41%), 韓国(38%), 台湾(30%)の順に消費者に魅
力あるブランドとなっています。また彼らの熱望はアジア太平洋地域では群を抜いており、最も多

くのシャネル購入者層を抱える地域として世界をリードしています（図 6）。  
 
一方で、インド(41%), フィリピン(39%), インドネシア(37%) は、イタリアブランドのグッチを熱望
しており、価格について考慮をしない場合、インドでは 41%の消費者がグッチ製品の購入を望み、
世界 1位の結果でした。特筆すべき点は、ニールセンが 2年前に実施した調査と比較してアジアの
消費者でのシャネルとクリスチャン・ディオールの製品購入意欲が、それぞれ 6%, 4%と上昇した
ことでした（図 7）。 
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「ルイ・ヴィトンは興味深いデザインと新たな品揃えを用意し、高いブランド力を維持しつつアジ

アの多様な欲求に応えています。このことが、消費者ロイヤリティの維持につながり、追従者とな

る潜在顧客への訴求力を高めていると考えられます。現在多くの国際的ブランドがアジア圏を主要

な販売地域に掲げており、経済向上と多様な発展途上市場の開放が続いているため、高級ブランド

市場には巨大な成長機会があると思われます」とニールセン・カンパニー, ACニールセンアジア太
平洋地域統括社長のノノイ・ニレスは述べています。 
 
 
どういった製品にデザイナーブランドの兆しはあるか？ 
 
デザイナーブランドが、様々なジャンルの垣根を越えて浸透してきており、当調査によると、アジ

ア太平洋地域の消費者は、デザイナーファッションブランドと新たな電子機器でのコラボレーショ

ン製品の可能性を容認しているという結果でした。47%の消費者が、高級ブランドとコラボレーシ
ョンした携帯電話の購入を考えており、この分野には既にファッション最大手のプラダが進出して

います。また 43％がコラボレーションのノート型パソコン、27％がデザイン志向の高い薄型テレビ、
21％がMP3の購入を希望しています（図 8）。 
 
アジアでは特にフィリピンが、これらのコラボレーション製品に興味を示しており、携帯電話

(74%), 薄型テレビ(47%), MP3(44%)とデザイナーブランドへの購買意欲を示しています。また中国
では、消費者の 74%がデザイナーブランドのノート型パソコンに購入意欲を示しており、アジアで
最も高い数値でした（図 9-13）。日本では、多様なデザイン、高機能の携帯が続々と登場しており、
携帯電話(23%)でのコラボレーション製品に対する期待は高くなっています（図 14）。 
 
「自宅やオフィスのあらゆる場所に、高級ブランドの製品群をさらに投入する可能性を示す巨大市

場があるように思えます。デザイナーブランドと、そのジャンルを越えた製品間でのコラボレーシ

ョンは、確実な市場機会を創出し、さらなる市場成長へと導くことでしょう。また世界の中でアジ

アの消費者がこうした製品への需要を牽引していることは明らかです」と、西 智子 (ニールセ
ン・カンパニー株式会社 カスタマイズド調査本部 取締役本部長) は述べています。 
 

< 調査概要 > 
 

調査対象は 48市場（欧州、アジア太平洋域、北アメリカ、中東）の 26,312人のインターネットユ
ーザーであり、2007年 11月に実施されました。日本では 500人の消費者を対象にして調査が実施
されました。 
 

ニールセン・カンパニーについて 

ニールセン・カンパニーは世界最大の情報・メディア企業で、市場情報（ニールセン）、メディア

情報（ニールセン・メディア・リサーチ）、インターネット利用者情報（ネットレイティングス、

バズメトリックス）、携帯電話利用者情報、トレードショー及び業界紙出版（ビルボード、ハリウ

ッド・リポーター、アドウィーク）等の各業界で認められたブランドを多数所有しています。オラ

ンダ・ハーレムとアメリカ・ニューヨークの本社を中心に、世界 100カ国以上でサービスを提供し
ています。詳しい情報は、ホームページ（http://www.jp.nielsen.com）をご覧ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 




